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低励起一重項状態 (81) ，最低三重項状態 (Tl) ，およびカチオンがパルス幅内ですでに生成していることを示してい




第 5 章では，光分解量子収率の高い 5- ジアゾメルドラム酸を添加したPMMAに対する エッチング深さ，励起レー











(1) ピレンまたはビフェニルを添加したポリメタクリル酸メチル (PMMA) フィルムについて，爆蝕しきい値付近
で 1 分子当り 10個以上の光子を吸収することを示し，添加分子の過渡種による「繰り返し多光子吸収」機構を直接
支持する実験結果を初めて得ているo




(3) 光分解性が高い 5- ジアゾメルドラム酸を添加した PMMA について，励起光吸収量および添加分子の光分解量
を測定し，添加分子の分解は直接爆蝕を誘起せず，むしろ光分解反応中間体による「繰り返し多光子吸収」が爆蝕
の誘起に重要であることを明らかにしている。
以上のように本論文は，増感レーザー爆蝕の機構解明において基礎となる，爆蝕を誘起するためのエネルギー吸収
及び緩和過程に関して新しい知見を得ており，その成果は応用物理学，特に固体レーザー科学に寄与するところが大
きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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